
船舶事故等調査報告書 

平成２２年８月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第４８号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２２年１月１９日 ０７時５０分ごろ 

発生場所 兵庫県加古川市東播磨港高砂西港西防波堤灯台から真方位０４４°６８５

ｍ付近 

（概位 北緯３４°４４.７′ 東経１３４°４７.４′） 

事故等調査の経過  平成２２年３月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 引船 第五天
てん

翔
しょう

丸、２３９トン 

   １３５２９０、ツネイシホールディングス株式会社（船舶所有者）、

常石ポートサービスカンパニー株式会社（船舶運航者） 

Ｂ 起重機台船 神
しん

翔
しょう

－３００ 

長さ５５ｍ、幅２４ｍ、深さ５ｍ、喫水（最大荷重時）平均２.８ｍ

   寄神建設株式会社（船舶所有者） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷の操舵推進器（Ｚペラ）が損傷 

Ｂ なし 

 事故等の経過  Ａ船は、船長ほか５人が乗り組み、Ｂ船をえい
．．

航し、船首約３.３０ｍ、

船尾約３.４０ｍの喫水で、東播磨港内の西寄りにある高砂西公共ふ
．
頭に近

づき、水深３.４～４.０ｍの浅所に注意しながらＢ船を所定の地点に係留

作業中、平成２２年１月１９日０７時５０分ごろ、ふ
．
頭付近の浅所にＡ船

の船尾船底が乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２、視界 良好 

海象：穏やか、潮汐 上げ潮の初期 

 その他の事項  左舷のＺペラは、シールリングが損傷して機関内部に海水が混入して、

潤滑油の汚損や乳化が生じ、駆動歯車が損傷した。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

 Ａ船は、東播磨港の高砂西公共ふ
．
頭付近におい

て、Ｂ船の係留作業中、船長Ａが、同ふ
．
頭付近に浅

所があることを把握していたが、潮汐を調査してい

なかったことにより、付近の浅所に乗り揚げたもの

と考えられる。 

原因 

 

 本事故は、Ａ船が、東播磨港の高砂西公共ふ
．
頭付近でＢ船の係留作業中、

潮汐を調査していなかったため、付近の浅所に乗り揚げたことにより発生

したものと考えられる。 

 




